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Abstract 

We are interested in aircrafts, so we tried to measure the lifting power that was a result of 

wings with bumps. We came up with the idea when we saw dragonfly's wings. It has a lot of bumps, 

and they create lifting power. We wanted to create a wing with bumps that can create greater 

lifting power. We hung the wing from a high resolution force sensor. Then we hit the wing using 

fans to create wind, and analyzed the data. In the end, we could not measure the lifting power. 

 

1 はじめに 

  私たちは、揚力の測定を行った。揚力とはいっ

ても、飛行機などに使われているような翼に生まれ

る揚力ではなく、トンボの翅などの、凹凸を持つ翼

に生まれる揚力を測定しようと試みた。トンボの翅

には、小さな凹凸がたくさんあって、それが空気の

渦を生み出す（図 1）。しかしその渦は翅の上側にし

かできず、その影響で翅の上側だけ渦に乗せられて

空気が速く流れる（図 2）。そうすると、翅の上側の

空気は少なくなり、下側と上側で空気の量に差が生

まれる。それによって生じた気圧差で揚力が生まれ

る（図 3）。私たちは、この凹凸を持つ翼を方眼用紙

で作り、それに風を当てて生じた揚力を測定し、凹

凸の数と揚力の大きさに関係性はあるのかどうかを

見ようとした。 

 

2 実験準備物 

 今回の実験を行うに当たって、扇風機・風洞・

翼・スタンド・高精度力センサーを使用した。風洞

と翼の作り方について下記に示す。 

2－1 風洞 

風洞は、乱れた風を整えて整流にする働きによっ 

て、風の流れを均一にすることができる。長さ 360

ｍｍ、外径 23ｍｍの紙筒を下から 1段目 19本、2

段目 20本、3段目 19本、4段目 20本、…となるよ

うに、奇数段目は 19本、偶数段目は 20本として、

合計で 20段作成する。それらを積み重ね、市販の

ボンドで固定する。その後、重ね合わせた紙筒の側

面を段ボールで覆う。風が風洞に集まりやすくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ように、風洞の口の上下左右に段ボールを取り付け

る（図 4）。 

図１ 翅の上側だけ渦が生じる 

図３ 上下で気圧差が生まれる 

図２ 翅の上側だけ空気が速く流れる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－2 翼 

 方眼用紙を折り曲げ、翼の横の長さを 420ｍｍに

そろえ、縦の長さを凹凸の数量によって変える。凹

凸の部分に一辺 30ｍｍの正三角形ができるようにす

る。凹凸の間隔は 30ｍｍとする。よって、縦の長さ

は、凹凸 0個（図 5）の場合：270ｍｍ、凹凸 2個

（図 6）の場合：150ｍｍ、凹凸 4 個（図 7）の場

合：270ｍｍ、凹凸 6 個（図 8）の場合：390ｍｍと

なる。 

 

3 実験方法 

 私達が行った実験の方法は次のとおりである。ま

ず、高精度力センサーに翼を固定する。次に、その

時に示している高精度力センサーの値を記録する。

そして、風を風洞に通して気流を整えて、翼に当て

る。その風を当てている時の状態の高精度力センサ

ーの値を記録して、最後に風を当てる前と当てた後

の値の変化を読み取る。なお、翼の凹凸の数量の条

件は凹凸 0個の時、凹凸 2個の時、凹凸 4 個の時、

凹凸 6個の時の 4つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 実験結果 

4－1 凹凸 0個 

 値の変化は見られなかった。 

4－2 凹凸 2個 

 値の変化は見られなかった。 

4－3 凹凸 4個 

 値の変化は見られなかった。 

4－4 凹凸 6個 

 値の変化は見られなかった。 

4－5 揚力と凹凸の数の関係 

 4−1,2,3,4より、全ての条件において、高精度力

センサーの値は変化しなかった。 

 

図 4 風洞 

図 5 凹凸 0 個の翼 

図 6 凹凸 2 個の翼 

図 7 凹凸 4 個の翼 

図 8 凹凸 6 個の翼 



5 考察 

 私達は全ての条件で高精度力センサーの値が変化

しなかった原因を主に 4つ考察した。 

5-1 生じた揚力が小さすぎた 

 1 つ目は、高精度力センサーが測定できるほどの

揚力が生じなかったことである。生じた揚力が微小

すぎるため、風を当てた際に生じる抗力等の力と相

殺されて、高精度力センサーが測定する力が 0にな

ってしまったと考える。 

5－2 凹凸の数量が足りなかった 

2 つ目は、凹凸の数量が少なすぎて測定できるほ

どの揚力を生み出せなかったことである。自分たち

の実験では、翼の凹凸の数量を最大でも 6個と設定

したが、トンボの翅にはそれ以上のたくさんの凹凸

がある。もっと凹凸の数を増やして実験すべきであ

るところを、私たちは少量の凹凸で実験してしまっ

たために、凹凸の数が足りず、揚力が発生しなかっ

たのではないかと考える。 

5-3 翼の質量が大きすぎた 

 3 つ目は、翼の質量が大きすぎたことである。先

述より、発生した揚力が微小であったのも相まっ

て、翼の質量が大きすぎるため翼を持ち上げるほど

の力を生み出すことができなかった。そのため、翼

が持ち上がらず、高精度力センサーの値が変化しな

かったため揚力を測定することができなかったのだ

と考える。 

 

6 結論 

 以上述べたように、凹凸 0個、2個、4個、6個の

全ての条件において、揚力は測定できなかった。今

回の実験において、翼の凹凸と揚力の関係性を見つ

けることはできなかった。そのように考えられる理

由として、「発生する揚力が小さすぎて測定するこ

とができなかった」、「翼の凹凸の数量が少なかっ

た」、「翼の質量が大きすぎた」ことが挙げられる。 
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